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R25a 近傍高光度赤外線銀河におけるバルジの構造と星形成活動の関係
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渦巻銀河のバルジは,「分散/回転運動」のどちらの運動が卓越するかで、古典 (Classical)と円盤 (Pseudo(disk))
の 2種に大別される. 観測的には, バルジ表面輝度プロファイルの Sersic-Indexが,「2未満なら円盤バルジ」,「2
以上なら古典バルジ」 と区別される. 理論的には, (1) 古典バルジ: 銀河が衝突/合体を経験しその後円盤が形成,
(2) 円盤バルジ: 外的作用を受けない自立進化による形成, という形成シナリオが提案されているが, このシナリ
オに対する観測的裏付けは乏しい. そこで我々は, 活発な星形成活動を行い, バルジの形成途中と考えられる近傍
高赤外線銀河 (LIRG) の形成過程を探ってきた. LIRGは濃いダストに覆われているため星形成活動を正しく評
価することが困難であったが, ダスト減光に強いPaα輝線をminiTAO/ANIRで観測することにより, バルジの中
心部まで見通した星形成活動の分布を評価することに成功した.
観測した LIRGのバルジ形態をKsバンド画像から評価し, 星形成領域の広がりを Paαで評価した結果, 古典バ

ルジは「中心集中したコンパクトな星形成」を, 円盤バルジは「バルジの外 (銀河円盤部)で星形成」を行ってい
ることを発見した. 理論予測では、銀河衝突/合体を行うと中心集中した星形成を, 自立進化を行うと銀河円盤部
まで広がった星形成を行うとされており, 本結果はこのシナリオを支持し, 古典/円盤バルジはそれぞれ別々の過
程で形成されてきたことを示唆していると考えられる.


